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ポケットマルシェ
作る人と食べる人を繋ぐオンラインマルシェ。

スマホアプリ等を通じて、全国の農家さん・
漁師さんから直接やりとりしながら食材を買
うことができます。

主催されているのは「食べる通信」も始めら
れた高橋博之さん。
著書『都市と地方をかきまぜる』は、地域お
こし等に関心のある方には必読の書。

https://poke-m.com/

2020.12/27(金)、箕と環（東京・神田）



ちよだいちば
千代田区神田錦町にある日本各地の「食」が
集まるアンテナショップで、作り手の顔が見
える特産品のほか日替わり弁当等を販売。
生産者等を迎えての様々なイベントも開催さ
れています。
主催者は経産省・科技庁で宇宙や原子力に携
わられた大塚洋一郎さん。

https://www.chiyodaichiba.com/

2020.1/9(木)、
ちよだいちば（東京・竹橋） 2020.9/27(木)、

静岡・西伊豆町のわさび田
（世界農業遺産）



大崎駅前マルシェ「おおさき二十四節気祭」

JR大崎駅南口で毎週金・土曜日の12～19時に開催。
全国各地のこだわりの一次産品や加工食品を求めることができます。
主催されているのは地域をサポートしたい志をお持ちの若い男性。

2020.11/13(金)、12/10(金)
JR大崎駅南口コンコース



お茶の水サンクレールマルシェ

2015.7/18(土)、
浅見彰宏さんと本木上堰

地域の有志の方等によるサンクレールマルシェ運営委員会が主催し、毎月第2、第4週の木・金曜の
11:00-18:00、新御茶ノ水駅前広場（東京・千代田区）で開催（1月は休止）。

全国、世界のこだわりの食材等
が出店されています。

(2020.12/25)



おいしいお野菜届け隊
埼玉・小川町で新規就農された
農家さんの有機野菜等が、半年
間、計12回直接届くというもの。
会費は一括先払いというCSA
（地域支援型農業）の一形態で、
主催されているのはIT関係会社。

2016.11/26(土)

埼玉・小川町

2012.12/6(土)

https://farm.usp-lab.com/delivery_2020oct.html



母なる地球を守ろう研究所（福島・喜多方市）
農水省の研究機関で有機農業の研究をされていた⾧谷川 浩さんが、
退職して移住・新規就農し立ち上げられました。
自ら放牧して育てた豚肉のネット販売等も行っています。

「幸せだった豚」2019.10/6(日)

（⾧谷川浩さんFBページより）



本木・早稲谷 堰と里山を守る会
（福島・喜多方市）

2015.7/18(土)、
浅見彰宏さんと本木上堰

中山間の条件不利地で、江戸時代から続く用水路を維持しながら有機米づ
くりを行い、日本酒の製造・ネット販売もされています。
お酒1本（720ml）購入すると棚田約1畳分を支えることができるそうです。

上堰米のお酒



東京都農林水産振興財団
「TOKYO GROWN－東京の農林水産総合サイト」
東京の伝統野菜である江戸東京野菜を含む、東京産の農産物や加工品が買える直売所のリストも。
身近にある都市農業は、地域農業や農村への玄関口（どこでもドア～）。

[参考]2017.12/23(土)
品川神社(品川カブ品評会)



47都道府県レストラン 箕と環 -MINO TO 
WA-（東京・神田）

全国のこだわりの食材や加工食品を使った料理や飲み物を頂ける地域応援レストラン。
食材は、全て若き店⾧さんが自らセレクトされたものです。



ゴホウビダイナー

(2020.12/25(金))

東京・世田谷区 祖師ヶ谷大蔵駅近く。
店主の齊藤星児さんは、とにかく生産者と産地にこだわっています。
生産者応援のための特別メニュー（芋煮等）も実施。20時以降はテイク
アウト、デリバリーで営業中。

(2020.1/25(土))

https://www.facebook.com/gohobidiner



コロナの時代の食

試されているのは、私たちの社会のレジリエンス
キーワードは 持久力、持続力

 ⇒「自給、自足 」

2020.12/25、2021.1/5
自宅近くの市民農園

（東京・東村山市）

キャベツの刃？


